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（１）地方公会計の取組の経緯

地方公会計の整備については、総務省において、平成 11 年度に貸借対照表、平成 12 年

度に行政コスト計算書の作成要領等が示され、本市では、平成 11 年度決算より貸借対照表

を、平成 16 年度決算から行政コスト計算書を加えた２表を作成・公表してきました。 

その後、総務省は、平成 18 年 5 月に発表した「新地方公会計制度研究会報告書」にお

いて、既存２表（貸借対照表／行政コスト計算書）に資金収支計算書、純資産変動計算書

を加えた財務書類４表を標準形として示し、「基準モデル」と「総務省方式改訂モデル」に

よる財務書類の作成方法等を公表しました。 

こうした状況を踏まえ、本市では、平成 20 年度決算から平成 27 年度決算までの間、「総

務省方式改訂モデル」に基づき、財務書類４表を作成・公表してきました。 

（２）「統一的な基準」による地方公会計

従前の地方公会計の取組により、全国の地方公共団体において、財務書類の作成は定着

しましたが、財務書類の作成方式が複数あり団体間の比較が難しいことや、固定資産台帳

の整備が不十分であるといった課題がありました。 

このため、平成 22 年 9 月、総務省に「今後の新地方公会計の推進に関する研究会」が

設置され、国際公会計基準や国の公会計の状況等を踏まえて議論が進められ、平成 26 年 4

月に財務書類の作成に関する統一的な基準が同研究会報告書において示されました。 

また、平成 27 年 1 月には、総務大臣通知により当該基準で財務書類を作成するよう、

全ての地方公共団体に対して要請がなされ、これを受け、本市においても平成 28 年度決算

から当該基準による財務書類を作成・公表しています。 

「統一的な基準」は、発生主義・複式簿記の導入、固定資産台帳の整備が前提とされて

おり、現金主義・単式簿記だけでは見えにくかったコスト情報・ストック情報が「見える

化」され、住民や議会等に対する説明責任の履行や行政内部のマネジメント機能の向上が

図られるほか、全ての地方公共団体が同一の基準に基づいて財務書類を作成することとな

るため、団体間において財務状況をより比較しやすくなります。 

※本市の統一的な基準による財務書類は、「統一的な基準による地方公会計マニュアル（平

成 28 年 5 月改訂）、一般財団法人地方財務協会発行」に基づいて作成しています。 

１ 「統一的な基準」による地方公会計の整備について 

①発生主義・ 
複式簿記 
の導入 

②固定資産 
台帳の整備 

③比較可能性 

の確保 

総務省方式改訂モデルでは決算統計データを活

用して財務書類を作成 

総務省方式改訂モデルでは固定資産台帳の整

備が必ずしも前提とされていない 

基準モデルや総務省方式改訂モデル、その他の

方式（東京都方式等）といった複数の方式が存在 

発生の都度又は期末一括で複式仕訳 

(決算統計データの活用からの脱却) 

固定資産台帳の整備を前提とすることで

公共施設等のマネジメントにも活用可能 

統一的な基準による財務書類等によって

団体間での比較可能性を確保 

現 状 今 後

統
一
的
な
基
準
の
設
定
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 財務書類は、一般会計と地方公営事業会計以外の特別会計からなる「一般会計等」と、

一般会計等に地方公営事業会計を加えた「全体」、全体に一部事務組合や広域連合などの関

連団体を加えた「連結」の３種類を作成しています。 

 登別市における財務書類作成の対象となる会計等の範囲は、次のとおりです。 

財務書類作成の対象となる会計等の範囲 

一般会計等 
・一般会計 

  ・学校給食事業特別会計 

   ・国民健康保険特別会計 

   ・介護保険特別会計 

   ・カルルス温泉スキー場事業特別会計 

 全体 ・後期高齢者医療特別会計 

   ・水道事業会計 

   ・下水道事業会計 

   ・簡易水道事業会計 

   ・北海道市町村総合事務組合 

   ・北海道市町村備荒資金組合 

連結※1 ・西いぶり広域連合 

   ・北海道後期高齢者医療広域連合 

   ・一般財団法人登別市文化・スポーツ振興財団 

※1・・・・・連結団体のうち、北海道市町村総合事務組合については、令和 2年 2月末現在において統一的な基準に

よる財務書類が未作成のため、連結処理は行っていません。 

２ 対象とする会計等の範囲 
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財務書類は次の４表から構成されています。ここでは、登別市における一般会計等の令

和元年度決算を例に説明します。 

３ 財務書類とは 

資金収支計算書 純資産変動計算書 

貸借対照表 行政コスト計算書 

貸借対照表の現金預金は、資金収支計算書の本年度末現金預金残高と一致します。 

貸借対照表の純資産は、純資産変動計算書の本年度末純資産残高と一致します。 

行政コスト計算書の純行政コストは、純資産変動計算書の純行政コストと一致します。 

※表示単位未満を四捨五入しているため、差引等が一致しない場合があります。 

 経常費用

20,976 百万円

 経常収益

1,228 百万円

 臨時損失

131 百万円

 臨時利益

8 百万円

 純行政コスト

19,872 百万円

 資産  負債

57,282百万円 25,814 百万円

　 うち現金預金  純資産

863 百万円 31,468 百万円

 業務活動収支

1,961 百万円

 投資活動収支

△1,977 百万円

 財務活動収支

34 百万円

 本年度資金収支額

17 百万円

 前年度末資金残高

488 百万円

 本年度末歳計外現金残高

357 百万円

 本年度末現金預金残高

863 百万円

 前年度末純資産残高

31,983 百万円

 純行政コスト（△）

△19,872 百万円

 財源

19,329 百万円

 固定資産等の変動等

28 百万円

 本年度純資産変動額

△515 百万円

 本年度末純資産残高

31,468 百万円
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貸借対照表は、基準日時点における資産や負債などのストック情報を表しています。市

が行政サービスを提供するために保有している資産と、その資産をどのような財源（負債・

純資産）で賄ってきたかを総括的に対照表示しており、資産の合計と負債・純資産の合計

が同じになることからバランスシートとも呼ばれています。 

行政コスト計算書は、１年間における行政運営コストのうち、公共施設の管理運営や福

祉サービスに要する経費など、資産形成につながらない行政サービスに要したコストを人

件費、物件費等、その他の業務費用、移転費用に区分して表示するとともに、これらの行

政サービスに対する財源として、使用料・手数料などの経常収益を表示しています。また、

災害復旧に要する費用や、資産の売却によって生じた利益など、臨時的に発生するものを

臨時損失、臨時利益として表示しています。 

民間企業における損益計算書に相当するもので、減価償却費や引当金など、現金支出を

伴わないものもコストとして計上しています。 

 純資産変動計算書は、貸借対照表の「純資産の部」の１年間における変動を表しており、

民間企業における株主資本等変動計算書に相当します。 

 資金収支計算書は、１年間の現金の出入りを業務活動収支（行政サービスを行う中で毎

年度継続的に収入・支出されるもの）、投資活動収支（公共施設などの整備や基金の積立・

取崩などの収入・支出）、財務活動収支（地方債の借入やその返済などの収入・支出）に区

分して表したものです。 

貸借対照表 ＢＳ [Balance Sheet] 

行政コスト計算書 ＰＬ [Profit and loss statement] 

純資産変動計算書 ＮＷ [Net Worth statement] 

資金収支計算書 ＣＦ [Cash Flow statement] 
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（１）貸借対照表 （令和 2 年 3 月 31 日現在）

（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額 

資産の部 負債の部 

 固定資産 56,226  固定負債 22,897

  有形固定資産 53,716   地方債 20,562

  無形固定資産 7   長期未払金 95

  投資その他の資産 2,503   退職手当引当金 2,240

 流動資産 1,056  流動負債 2,916

  現金預金 863   1 年内償還予定地方債 2,272

  未収金 61   未払金 58

  短期貸付金 22   賞与等引当金 228

  基金 263   預り金 357

  徴収不能引当金 △1 負債合計 25,814

純資産合計 31,468

資産合計 57,282 負債及び純資産合計 57,282

主な科目の解説 

[資産の部] 

固定資産 

  有形固定資産：庁舎・学校・廃棄物処理施設

等の事業用資産、道路・公園等のインフラ資

産など 

投資その他の資産：出資金、長期延滞債権、

特定目的基金など 

流動資産 

  未収金：税や使用料などに係る現年調定現年

収入未済額 

  基金：財政調整基金など 

 徴収不能引当金：未収金に係る回収不能見込

 額 

[負債の部] 

固定負債 

  地方債：市債のうち償還予定が 1年超のもの 

  退職手当引当金：全職員が自己都合で退職し

たと仮定して算出した退職金の総額 

流動負債 

1 年内償還予定地方債：市債のうち償還予定

が 1年以内のもの 

  賞与等引当金：次期に支払われる賞与のうち

当年度の負担に帰属すべき額 

[純資産] 

資産から負債を差し引いた額 

（内訳は純資産変動計算書に記載） 

令和 元 年度末時点における一般会計等の資産は、57,282 百万円あり、その 9割以上

を学校、市営住宅、道路などの固定資産が占めています。 

負債は 25,814 百万円あり、その 8 割以上を公共施設の建設等のために借り入れた地

方債が占めています。また、これまでの世代が負担して形成した純資産は 31,468 百

万円となっており、資産の 5 割以上を占めています。 

退職手当引当金及び賞与引当金は、目には見えにくいものの、職員の雇用によりすで

に支払義務が生じているものであるため、負債として計上します。その額は 2,240 百

万円となっており、負債の約 1割を占めています。  

４ 決算の概要（一般会計等） 

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計・差引等が一致しない場合があります。 
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（２）行政コスト計算書 （平成 31 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日） 

（単位：百万円）

科 目 金 額 

経常費用 20,976

 業務費用 10,315

  人件費 3,370

  物件費等 6,593

  その他の業務費用 352

 移転費用 10,661

経常収益 1,228

 使用料及び手数料 625

 その他 603

純経常行政コスト 19,749

臨時損失 131

臨時利益 8

純行政コスト 19,872

主な科目の解説

 経常費用、経常収益：毎会計年度、経常的に発生するもの

 人件費：職員給与費や賞与等引当金繰入額、退職手当引当金繰入額など

 物件費等：光熱水費や消耗品費、維持補修費、減価償却費など 

 その他の業務費用：地方債等の支払利息、徴収不能引当金繰入額など 

 移転費用：各種団体等に対する補助金・負担金や生活保護費等の社会保障給付費など 

 使用料及び手数料：公共施設の使用料や証明書等の発行手数料など 

 臨時損失：災害復旧に要する費用や資産の除売却損など臨時的に発生するもの 

 臨時利益：資産の売却により生じた利益など臨時的に発生するもの 

経常費用のうち、5 割超が人件費や物件費等の業務費用、残りが各種団体への補助金

や生活保護費をはじめとした社会保障給付費などの移転費用となっています。 

経常費用には、人件費のうちの賞与等引当金繰入額（228 百万円）、退職手当引当金繰

入額（238 百万円）、物件費等のうちの減価償却費（2,702 百万円）などが現金支出を

伴わないコストとして計上されています。 

令和元年度の行政サービスを提供するために要した経常費用は 20,976 百万円で使用

料・手数料などの利用者負担を差し引いた純経常行政コストは 19,749 百万円となっ

ています。 

- 6 -



（３）純資産変動計算書 （平成 31 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日）

（単位：百万円）

科 目 合 計 固定資産等 
形成分 

余剰分 
(不足分) 

前年度末純資産残高 31,983 56,876 △24,893

 純行政コスト（△） △19,872 △19,872

 財源 19,329 19,329

  税収等 12,760 12,760

  国県等補助金 6,569 6,569

本年度差額 △544 △544

 固定資産等の変動（内部変動） △430 430

  有形固定資産等の増加 2,323 △2,323

  有形固定資産等の減少 △2,705 2,705

貸付金・基金等の増加 91 △91

貸付金・基金等の減少 △139 139

 無償所管換等 28 28

 本年度純資産変動額 △515 △402 △114

本年度末純資産残高 31,468 56,474 △25,006

主な科目の解説 

 税収等：市税や地方交付税、地方譲与税など

 国県等補助金：国庫支出金や道支出金

 本年度差額：純行政コストが税収等の財源でどれだけ賄われているかを表したもの

 無償所管換等：無償で譲渡または取得した固定資産の評価額など

令和元年度決算では、純行政コスト 19,872 百万円に対して財源は 19,329 百万円とな

り、無償所管換等の 28 百万円との差引により、純資産変動額は 515 百万円のマイナ

スとなっています。 

これは、当年度の行政サービスの提供に要したコスト（減価償却費や引当金などを含

めたフルコスト）を当年度の財源で賄えなかったことを意味しています。 

固定資産等の内部変動（固定資産形成分）は、消防署東支署や千代の台団地建替など

による有形固定資産等の増加（1,557 百万円）、減価償却（2,705 百万円）による有形

固定資産等の減少、財政調整基金の取崩し（67 百万円）などによる貸付金・基金等の

減少などにより、△430 百万円となっています。  

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計・差引等が一致しない場合があります。 
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（４）資金収支計算書 （平成 31 年 4 月 1 日～令和 2年 3月 31 日）

（単位：百万円） 

科 目 金 額 

業務活動収支 1,961

 業務支出 18,250

 業務収入 20,341

 臨時支出 130

 臨時収入 0

投資活動収支 △1,977

 投資活動支出 2,917

 投資活動収入 939

財務活動収支 34

 財務活動支出 2,235

 財務活動収入 2,269

本年度資金収支額 17

前年度末資金残高 488

本年度末資金残高 506

本年度末歳計外現金残高 357

本年度末現金預金残高 863

主な科目の解説

 業務活動収支：市税や使用料収入、人件費や物件費等支出など、行政サービスを行う中で収入、 

支出されるもの 

 投資活動収支：学校や道路などの資産形成等に関係する収入、支出 

 財務活動収支：地方債などの借入による資金の調達やその返済などの収入、支出 

 業務活動収支のうち、支出の主なものは、福祉・子育て・医療などの社会保障給付

（5,175 百万円）、光熱水費や消耗品費、維持補修費などの物件費等（3,840 百万円）、

人件費（3,458 百万円）、収入の主なものは、税収等（12,750 百万円）、国県等補助金

（6,199 百万円）となっています。 

 投資活動収支のうち、支出の主なものは、公共施設等整備費（2,364 百万円）、基金積

立金（527 百万円）、収入の主なものは基金取崩（512 百万円）、国県等補助金（370 百

万円）となっています。また、財務活動収支は収入、支出ともに地方債に係るものと

なっています。 

令和元年度決算では、資金収支は 17 百万円のプラスとなり、歳計外現金残高と合わ

せた年度末現金預金残高は 863 百万円となっています。

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計・差引等が一致しない場合が 
あります。
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「統一的な基準」による地方公会計では、発生主義・複式簿記の導入や固定資産台帳の

整備により、地方公共団体が保有する資産・負債に関する指標の算出が可能となり、財政

状況を多角的に分析することができます。また、全ての地方公共団体が同一の基準に基づ

いて財務書類を作成するため、団体間において財務状況の比較が可能となります。 

ここでは、財務書類から得られた各種指標を経年で比較するほか、道内及び全国の地方

公共団体のうち、登別市と人口及び産業構造（第２次、第３次産業人口比率）が同じ類型

に属している「類似団体」と比較しています。 

（１）資産形成度（将来世代に残る資産はどのくらいあるか）

○ 住民一人当たりの資産額 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

1,203 千円 1,195 千円  8 千円 2,375 千円 2,218 千円 

説 明 

資産合計÷住民基本台帳人口（各年度の１月１日現在） 

 資産額を住民基本台帳で除して、資産が住民一人当たりいくらあるのかを表しています。令

和元年度の指標値については、固定資産が増加し、人口が減少したことにより、前年度から 8

千円増加して 1,203 千円となりました。 

○ 有形固定資産の行政目的別割合

説 明 

有形固定資産の行政目的別（生活インフラ・国土保全、教育、福祉等）の割合を算出するこ

とにより、行政分野ごとの社会資本形成の比重を把握することができます。 

区 分 
令和元年度 平成 30 年度 

簿価 割合 簿価 割合 

生活インフラ・国土保全 27,616,219 千円 51.4％ 27,904,711 千円 51.6％ 

教育 12,498,054 千円 23.3％ 12,659,115 千円 23.4％ 

福祉 1,790,098 千円 3.3％ 1,845,951 千円 3.4％ 

環境衛生 5,853,162 千円 10.9％ 6,045,711 千円 11.2％ 

産業振興 2,778,405 千円 5.2％ 2,902,587 千円 5.4％ 

消防 1,394,810 千円 2.6％ 838,118 千円 1.6％ 

総務 1,784,915 千円 3.3％ 1,871,037 千円 3.5％ 

合 計 53,715,662 千円 100.0％ 54,067,230 千円 100.0％ 

５ 財務書類からわかること（一般会計等） 
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○ 歳入額対資産比率 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

2.4 年 2.7 年 △0.3 年 2.8 年 3.7 年 

説 明 

資産合計÷歳入総額 

 当該年度の歳入総額に対する資産の比率を算出することにより、これまでに形成されたスト

ックとしての資産が、歳入の何年分に相当するかを表し、資産形成の度合いを測ることができ

ます。令和元年度の指標値については、前年度から 0.3 年減少し、2.4 年となりました。 

○ 有形固定資産減価償却率

説 明 

減価償却累計額÷（償却資産帳簿価額＋減価償却累計額） 

有形固定資産のうち、償却資産の取得価額等に対する減価償却累計額の割合を見ることで、

耐用年数に対して、資産の取得からどの程度経過しているのかを把握することができます。 

施設類型 H30 減価償却率 H30 減価償却率 

有形固定資産全体（物品、建設仮勘定を除く） 63.0％ 63.0％ 

主
な
施
設
の
状
況

 道路 66.5％ 64.9％ 

 橋梁、トンネル 61.4％ 59.8％ 

 公営住宅 66.2％ 67.6％ 

 学校施設 63.9％ 63.9％ 

 図書館 93.1％ 91.6％ 

 体育館、プール 49.9％ 47.6％ 

 一般廃棄物処理施設 50.1％ 46.7％ 

 消防施設 27.1％ 78.7％ 

 庁舎 91.2％ 90.1％ 
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（２）世代間公平性（将来世代と現世代との負担の分担は適切か）

○ 純資産比率 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

54.9% 55.3% △0.4% 59.6% 68.4% 

説 明 

純資産合計÷資産合計 

 資産のうち、純資産（借金の返済を必要としていない資産）の割合がどれくらいあるかを算

出することで、世代間負担の公平性を測ることができます。令和元年度の指標値については、

純資産が減少したことなどによって前年度から 0.4％減少し、54.9％となり、これまでの世代

の負担が将来世代の負担より大きいことを表しています。 

○ 社会資本等形成の世代間負担比率（将来負担比率） 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

27.3% 26.8% 0.5% 37.0% 20.5% 

説 明 

地方債残高÷公共資産（有形・無形固定資産） 

※地方債残高は、臨時財政対策債等の特例地方債を除いています。 

 これまでに整備してきた公共資産のうち、どれくらい将来世代が負担する負債が残っている

かを見ることができるもので、この比率が高いほど、将来世代の負担が大きいことを表します。

令和元年度の指標値については、前年度から 0.5％増加し、27.3％となりました。 

（３）持続可能性（財政に持続可能性（健全性）はあるか）

○ 住民一人当たりの負債額 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

542 千円 534 千円  8 千円 565 千円 701 千円 

説 明 

負債合計÷住民基本台帳人口（各年度の１月１日現在） 

 負債額を住民基本台帳で除して、負債が住民一人当たりいくらあるのかを表しています。令

和元年度の指標値については、地方債残高が減少したものの、人口が減少したことなどにより、

前年度から 8千円増加して、542 千円となりました。 
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○ 基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

151.4 百万円 810.4 百万円 △659 百万円 106.7 百万円 248.8 百万円 

内 容 

業務活動収支（支払利息支出を除く）＋投資活動収支（基金積立金支出及び基金取崩収入を除

く） 

 地方債等の元利償還額を除いた歳出と地方債等発行収入を除いた歳入のバランスを示すもの 

で、令和元年度は 1.5 億円の黒字となっています。これは単年度の収入で当年度の必要な支出

が賄えている状態を表しています。 

○ 債務償還比率 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

8.6 年 8.8 年 △0.2 年 7.6 年 

説 明 

実質債務÷償還財源 

※この指標値は地方公会計から得られる情報ではないことから、参考指標という位置付けです。

 実質債務（地方債残高等から充当可能基金等を控除した実質的な債務）が、償還財源（経常

一般財源等（歳入）等から経常経費充当財源等を控除した業務活動の黒字分）の何年分あるか

を表すもので、債務償還可能年数が短いほど、債務償還能力は高いといえます。令和元年年度

の指標値については、前年度から 0.2 年改善し、8.6 年となりました。 

※総務省が設置する「地方公会計の推進に関する研究会」において、指標の算定式の見直しが

行われたことから、新たな算定式に基づいて算定しました。
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（４）効率性（行政サービスは効率的に提供されているか）

○ 住民一人当たりの行政コスト 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

417 千円 374 千円 43 千円 640 千円 491 千円 

説 明 

純行政コスト÷住民基本台帳人口（各年度の１月１日現在） 

 行政コスト計算書で算出される行政コストを住民基本台帳人口で除して住民一人当たり行政

コストとすることにより、行政活動の効率性を見ることができます。令和元年度の指標値につ

いては、前年度から 43 千円増加して 417 千円となりました。 

（５）弾力性（資産形成を行う余地はどのくらいあるか）

〇 行政コスト対税収等比率 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

102.8% 104.7% △1.9% 101.9% 

説 明 

純行政コスト÷財源 

 当年度の行政コストから受益者負担分を控除した純行政コストが、どれだけ当年度の財源で

賄われたかを把握することができるもので、この比率が 100％を上回ると、過去から蓄積した

資産が取り崩されたことを表します。令和元年度の指標値については、前年度から 1.9 ポイン

ト減少して 102.8％となりました。 

（６）自律性（受益者負担の水準はどうなっているか）

〇 受益者負担の割合 

R1 指標(a) H30 指標(b) 
比較増減 

(a)-(b) 

 H30 類似団体 

 平均（道内） 

 H30 類似団体 

 平均（全国） 

5.9% 6.7% △0.8% 6.7% 5.5% 

説 明 

経常収益÷経常費用 

 行政サービスの提供に要したコストに対する使用料・手数料などの割合を表すもので、当該

団体の受益者負担の状況を把握することができます。 

 令和元年度の指標値については、前年度から 0.8％減少し、5.9％となりました。 

- 13 -



一般会計等財務書類 



（単位：百万円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 56,226 ※ 固定負債 22,897

有形固定資産 53,716 ※ 地方債 20,562

事業用資産 32,993 長期未払金 95

土地 8,122 退職手当引当金 2,240

立木竹 - 損失補償等引当金 -

建物 59,115 その他 -

建物減価償却累計額 △ 36,888 流動負債 2,916 ※

工作物 5,144 1年内償還予定地方債 2,272

工作物減価償却累計額 △ 2,553 未払金 58

船舶 - 未払費用 -

船舶減価償却累計額 - 前受金 -

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 228

航空機 - 預り金 357

航空機減価償却累計額 - その他 -

その他 - 25,814 ※

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 53 固定資産等形成分 56,474

インフラ資産 20,222 ※ 余剰分（不足分） △ 25,006

土地 2,423

建物 436

建物減価償却累計額 △ 300

工作物 52,508

工作物減価償却累計額 △ 34,931

その他 -

その他減価償却累計額 -

建設仮勘定 88

物品 2,215

物品減価償却累計額 △ 1,715

無形固定資産 7 ※

ソフトウェア 6

その他 0

投資その他の資産 2,503 ※

投資及び出資金 107

有価証券 7

出資金 100

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 412

長期貸付金 171

基金 1,840

減債基金 72

その他 1,768

その他 -

徴収不能引当金 △ 26

流動資産 1,056 ※

現金預金 863

未収金 61

短期貸付金 22

基金 263

財政調整基金 254

減債基金 9

棚卸資産 -

その他 △ 151

徴収不能引当金 △ 1 31,983

57,282 57,819

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

一般会計等貸借対照表
（令和 ２ 年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額
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（単位：百万円）

経常費用 20,976

業務費用 10,315

人件費 3,370 ※

職員給与費 2,726

賞与等引当金繰入額 228

退職手当引当金繰入額 238

その他 179

物件費等 6,593 ※

物件費 3,553

維持補修費 337

減価償却費 2,702

その他 -

その他の業務費用 352

支払利息 153

徴収不能引当金繰入額 26

その他 173

移転費用 10,661

補助金等 3,722

社会保障給付 5,175

他会計への繰出金 1,357

その他 407

経常収益 1,228

使用料及び手数料 625

その他 603

純経常行政コスト 19,749 ※

臨時損失 131

災害復旧事業費 60

資産除売却損 71

投資損失引当金繰入額 -

損失補償等引当金繰入額 -

その他 -

臨時利益 8

資産売却益 8

その他 -

純行政コスト 19,872

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

一般会計等行政コスト計算書
自　平成３１年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

科目 金額
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（単位：百万円）

前年度末純資産残高 31,983 56,876 △ 24,893

純行政コスト（△） △ 19,872 △ 19,872

財源 19,329 19,329

税収等 12,760 12,760

国県等補助金 6,569 6,569

本年度差額 △ 544 ※ △ 544 ※

固定資産等の変動（内部変動） △ 430 430

有形固定資産等の増加 2,323 △ 2,323

有形固定資産等の減少 △ 2,705 2,705

貸付金・基金等の増加 91 △ 91

貸付金・基金等の減少 △ 139 139

資産評価差額 - -

無償所管換等 28 28

その他 - - -

本年度純資産変動額 △ 515 ※ △ 402 △ 114

本年度末純資産残高 31,468 ※ 56,474 △ 25,006 ※

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

科目 合計

一般会計等純資産変動計算書
自　平成３１年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）
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（単位：百万円）

【業務活動収支】

業務支出 18,250 ※

業務費用支出 7,589 ※

人件費支出 3,458

物件費等支出 3,840

支払利息支出 153

その他の支出 139

移転費用支出 10,661

補助金等支出 3,722

社会保障給付支出 5,175

他会計への繰出支出 1,357

その他の支出 407

業務収入 20,341 ※

税収等収入 12,750

国県等補助金収入 6,199

使用料及び手数料収入 637

その他の収入 756

臨時支出 130

災害復旧事業費支出 60

その他の支出 70

臨時収入 -

業務活動収支 1,961

【投資活動収支】

投資活動支出 2,917

公共施設等整備費支出 2,364

基金積立金支出 527

投資及び出資金支出 -

貸付金支出 26

その他の支出 -

投資活動収入 939 ※

国県等補助金収入 370

基金取崩収入 512

貸付金元金回収収入 49

資産売却収入 9

その他の収入 -

投資活動収支 △ 1,977 ※

【財務活動収支】

財務活動支出 2,235

地方債償還支出 2,235

その他の支出 -

財務活動収入 2,269

地方債発行収入 2,269

その他の収入 -

財務活動収支 34

17 ※

488

-

506 ※

前年度末歳計外現金残高 349

本年度歳計外現金増減額 9

本年度末歳計外現金残高 357 ※

本年度末現金預金残高 863

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

比例連結割合変更に伴う差額

本年度末資金残高

科目 金額

一般会計等資金収支計算書
自　平成３１年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

本年度資金収支額

前年度末資金残高
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一般会計等財務書類における注記 

１ 重要な会計方針 

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59 年度以前に取得したもの  ・・・・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、道路及び河川の敷地は備忘価格 1円としています。 

イ 昭和 60 年度以降に取得したもの 

取得原価が判明しているもの ・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

取得原価が不明なもの ・・・・・・・・・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路及び河川の敷地は備忘価格 1円としています。 

② 無形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの ・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

取得原価が不明なもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 再調達原価 

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的以外の有価証券 

ア 市場価格のないもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価

② 出資金 

ア 市場価格のないもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 出資金額 

（３）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます）  ・・・・・・・・ 定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物    15 年～50 年 

工作物   10 年～50 年 

物品     3 年～10 年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます）  ・・・・・・・・ 定額法 

③ 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

  ・・・・・・・・ 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

（４）引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金、長期延滞債権、短期貸付金、長期貸付金については、過去 5 年間の平均不納欠損

率により、徴収不能見込額を計上しています。 
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② 退職手当引当金 

期末自己都合要支給額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度 6 月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込

額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

（５）リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース

料総額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

  通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

  通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

（６）資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを

含んでいます。

（７）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 物品（美術品含む）及びソフトウェアの計上基準 

物品（美術品含む）については、取得価額又は見積価格が 50万円以上の場合に資産として

計上しています。ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額が 60 万円未満であるとき、又は固定資産

の取得価額等の概ね 10％相当額以下であるときに修繕費として処理しています。 

２ 追加情報 

（１）財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

・一般会計 

・学校給食事業特別会計 

② 地方自治法第 235 条の 5 に基づき、出納整理期間が設けられている会計においては、出納

整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としてい

ます。 

③ 百万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 
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④ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における健全化判断比率の状況は、次のとおり

です。 

実質赤字比率       － 

連結実質赤字比率     － 

実質公債費比率   12.6％ 

将来負担比率   91.0％ 

⑤ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額  10 百万円 

⑥ 繰越事業に係る将来の支出予定額  538 百万円 

（２）貸借対照表に係る事項 

① 売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。

 ア 範囲 

   令和２年度予算において、財産収入として措置されている公共資産 

 イ 内訳 

   事業用資産（土地）   12 百万円（16百万円） 

令和 2年 3月 31 日時点における売却可能価額を記載しています。売却可能価額は、路線

価に基づく評価方法によっています。上記の（16百万円）は貸借対照表における簿価を記

載しています。 

② 減債基金に係る積立不足額はありません。 

③ 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額

に含まれることが見込まれる金額（簡易水道事業、下水道事業に係るものは除く） 

                               11,213 百万円 

④ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとお

りです。

標準財政規模                                             11,430 百万円 

元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額        1,582 百万円 

将来負担額                                               37,549 百万円 

充当可能基金額                      28,579 百万円 

特定財源見込額                      7,011 百万円 

地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額       19,058 百万円 

（３）純資産変動計算書に係る事項 

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。 

② 余剰分（不足分） 

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

（４）資金収支計算書に係る事項 

① 基礎的財政収支  151 百万円 
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② 既存の決算情報との関連性 

 収入（歳入） 支出（歳出） 

歳入歳出決算書（一般会計） 23,826 百万円 23,3204 百万円 

財務書類の対象となる会計の範囲の相違に

伴う差額（学校給食事業特別会計） 
323 百万円 323 百万円 

繰越金に伴う差額 △488 百万円 0 百万円 

内部取引の相殺消去 △111 百万円 △111 百万円 

資金収支計算書 23,550 百万円 23,553 百万円 

      資金収支計算書は一般会計に学校給食事業特別会計を加えた「一般会計等」を対象範囲

としていること、また、会計間の内部取引（繰出金等）を相殺消去していることから、地

方自治法第 233 条第 1 項に基づく歳入歳出決算書（一般会計）と資金収支計算書はこの分

だけ相違します。 

※表示単位未満を四捨五入しているため、差引が一致しない場合があります。 

③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳 

資金収支計算書 

業務活動収支           1,961 百万円 

投資活動収入の国県等補助金収入    370 百万円 

未収債権、未払債務等の増減額      △259 百万円 

減価償却費             △2,702 百万円 

賞与等引当金繰入額（増減額）      △13 百万円 

退職手当引当金繰入額（増減額）     98 百万円 

徴収不能引当金繰入額（増減額）   △8 百万円 

徴収不能額（引当超過分）       △3百万円 

資産除売却益（損）                    7 百万円 

純資産変動計算書の本年度差額        △544 百万円 

※表示単位未満を四捨五入しているため、差引が一致しない場合があります。

④ 一時借入金 

資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。 

なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。 

 一時借入金の限度額    4,000,000 千円 

一時借入金に係る利子額   78 千円 

   ⑤ 重要な非資金取引 

重要な非資金取引は以下のとおりです。 

工作物の寄贈による資産の増加額   26 百万円 
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全体財務書類 



（単位：百万円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 93,589 固定負債 42,835 ※

有形固定資産 90,123 地方債 40,499

事業用資産 33,080 ※ 長期未払金 95

土地 8,159 退職手当引当金 2,240

立木竹 - 損失補償等引当金 -

建物 59,294 その他 0

建物減価償却累計額 △ 37,033 流動負債 4,977

工作物 5,329 1年内償還予定地方債 3,815

工作物減価償却累計額 △ 2,723 未払金 544

船舶 - 未払費用 -

船舶減価償却累計額 - 前受金 0

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 259

航空機 - 預り金 358

航空機減価償却累計額 - その他 1

その他 - 47,812

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 53 固定資産等形成分 93,787

インフラ資産 54,562 ※ 余剰分（不足分） △ 44,910

土地 3,420 他団体出資等分 －

建物 1,760

建物減価償却累計額 △ 661

工作物 94,718

工作物減価償却累計額 △ 45,306

その他 643

その他減価償却累計額 △ 227

建設仮勘定 214

物品 6,020

物品減価償却累計額 △ 3,539

無形固定資産 9 ※

ソフトウェア 6

その他 2

投資その他の資産 3,457

投資及び出資金 107

有価証券 7

出資金 100

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 653

長期貸付金 171

基金 2,584

減債基金 72

その他 2,512

その他 -

徴収不能引当金 △ 56

流動資産 3,099 ※

現金預金 2,720

未収金 259

短期貸付金 22

基金 263

財政調整基金 254

減債基金 9

棚卸資産 1

その他 △ 151

徴収不能引当金 △ 14

繰延資産 - 48,877

96,689 ※ 96,689

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体貸借対照表
（令和 ２ 年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計
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（単位：百万円）

経常費用 31,059

業務費用 13,353

人件費 3,726

職員給与費 3,050

賞与等引当金繰入額 254

退職手当引当金繰入額 238

その他 184

物件費等 8,773 ※

物件費 4,254

維持補修費 407

減価償却費 4,111

その他 -

その他の業務費用 854

支払利息 511

徴収不能引当金繰入額 61

その他 282

移転費用 17,706 ※

補助金等 5,042

社会保障給付 12,258

他会計への繰出金 △ 1

その他 408

経常収益 2,900

使用料及び手数料 2,242

その他 658

純経常行政コスト 28,160 ※

臨時損失 131

災害復旧事業費 60

資産除売却損 71

投資損失引当金繰入額 -

損失補償等引当金繰入額 -

その他 0

臨時利益 9 ※

資産売却益 8

その他 2

純行政コスト 28,281

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体行政コスト計算書
自　平成３１年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

科目 金額
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（単位：百万円）

前年度末純資産残高 49,090 94,798 △ 45,708

純行政コスト（△） △ 28,281 △ 28,281

財源 28,021 28,021

税収等 15,933 15,933

国県等補助金 12,088 12,088

本年度差額 △ 261 ※ △ 261 ※

固定資産等の変動（内部変動） △ 1,058 ※ 1,058 ※

有形固定資産等の増加 3,104 △ 3,104

有形固定資産等の減少 △ 4,156 4,156

貸付金・基金等の増加 182 △ 182

貸付金・基金等の減少 △ 189 189

資産評価差額 － －

無償所管換等 47 47

他団体出資等分の増加 －

他団体出資等分の減少 －

その他 － － －

本年度純資産変動額 △ 213 ※ △ 1,011 798 ※

本年度末純資産残高 48,877 ※ 93,787 △ 44,910

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

全体純資産変動計算書
自　平成３1年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

科目 合計
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（単位：百万円）

【業務活動収支】

業務支出 26,890

業務費用支出 9,184 ※

人件費支出 3,814

物件費等支出 4,615

支払利息支出 557

その他の支出 197

移転費用支出 17,706 ※

補助金等支出 5,042

社会保障給付支出 12,258

他会計への繰出支出 △ 1

その他の支出 408

業務収入 30,602 ※

税収等収入 15,958

国県等補助金収入 11,600

使用料及び手数料収入 2,254

その他の収入 789

臨時支出 130

災害復旧事業費支出 60

その他の支出 70

臨時収入 -

業務活動収支 3,581 ※

【投資活動収支】

投資活動支出 3,807

公共施設等整備費支出 3,153

基金積立金支出 628

投資及び出資金支出 -

貸付金支出 26

その他の支出 -

投資活動収入 1,065 ※

国県等補助金収入 481

基金取崩収入 512

貸付金元金回収収入 49

資産売却収入 9

その他の収入 15

投資活動収支 △ 2,742

【財務活動収支】

財務活動支出 3,962

地方債償還支出 3,962

その他の支出 -

財務活動収入 3,170

地方債発行収入 3,170

その他の収入 -

財務活動収支 △ 792

48 ※

2,315

2,363

前年度末歳計外現金残高 349

本年度歳計外現金増減額 8

本年度末歳計外現金残高 357

本年度末現金預金残高 2,720

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

本年度末資金残高

科目 金額

全体資金収支計算書
自　平成３1年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

本年度資金収支額

前年度末資金残高
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全体財務書類における注記 

１ 重要な会計方針 

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59 年度以前に取得したもの  ・・・・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、道路及び河川の敷地は備忘価格 1円としています。 

イ 昭和 60 年度以降に取得したもの 

取得原価が判明しているもの ・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

取得原価が不明なもの ・・・・・・・・・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路及び河川の敷地は備忘価格 1円としています。 

② 無形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの ・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

取得原価が不明なもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 再調達原価 

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的以外の有価証券 

 市場価格のないもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価

② 出資金 

 市場価格のないもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 出資金額 

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品 ・・・・・・・・・・ 先入先出法による原価法 

（４）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます） ・・・・・・・・ 定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物    10 年～64 年 

工作物   10 年～60 年 

物品     3 年～51 年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます） ・・・・・・・・ 定額法 

③ 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

  ・・・・・・・・ 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法

- 26 -



（５）引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金、長期延滞債権、短期貸付金、長期貸付金については、過去 5 年間の平均不納欠損

率により、徴収不能見込額を計上しています。 

ただし、水道事業会計においては、過去 3年間の平均不納欠損率を用いています。 

② 退職手当引当金 

期末自己都合要支給額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度 6 月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込

額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

（６）リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース

料総額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

  通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

  通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

（７）全体資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物 

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを

含んでいます。 

（８）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

ただし、水道事業会計、下水道事業会計、簡易水道事業会計については、税抜方式によって

います。 

（９）連結対象団体（会計）の決算日が一般会計等と異なる場合の処理 

決算日と連結決算日の差異が 3 か月を超えない連結対象団体については、当該連結対象団体

の決算を基礎として連結手続を行っていますが、決算日と連結決算日との間に生じた重要な取

引については連結上必要な調整を行っています。 
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２ 追加情報 

（１）連結対象団体（会計） 

団体（会計）名 区分 連結の方法 比例連結割合 

国民健康保険特別会計 特別会計 全部連結 － 

介護保険特別会計 特別会計 全部連結 － 

後期高齢者医療特別会計 特別会計 全部連結 － 

カルルス温泉スキー場 
事業特別会計 

公営企業会計 全部連結 － 

水道事業会計 公営企業会計 全部連結 － 

下水道事業会計 公営企業会計 全部連結 － 

簡易水道事業会計 公営企業会計 全部連結 － 

（２）出納整理期間 

地方自治法第 235 条の 5 に基づき、出納整理期間が設けられている会計においては、出納整

理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会計）

との間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものと

して調整しています。 

（３）表示単位未満の取扱い 

百万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 

（４）売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

  ア 範囲 

    一般会計において、令和２年度予算に財産収入として措置されている公共資産 

  イ 内訳 

事業用資産（土地）  12 百万円（16百万円） 

令和 2年 3月 31 日時点における売却可能価額を記載しています。売却可能価額は、路線価

に基づく評価方法によっています。上記の（16 百万円）は貸借対照表における簿価を記載し

ています。 
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連結財務書類 



（単位：百万円）

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 93,969 固定負債 42,484 ※

有形固定資産 90,192 地方債 40,169

事業用資産 33,132 ※ 長期未払金 74

土地 8,161 退職手当引当金 2,240

立木竹 - 損失補償等引当金 -

建物 59,354 その他 0

建物減価償却累計額 △ 37,052 流動負債 5,040

工作物 5,340 1年内償還予定地方債 3,770

工作物減価償却累計額 △ 2,725 未払金 649

船舶 - 未払費用 -

船舶減価償却累計額 - 前受金 0

浮標等 - 前受収益 -

浮標等減価償却累計額 - 賞与等引当金 259

航空機 - 預り金 361

航空機減価償却累計額 - その他 1

その他 - 47,525 ※

その他減価償却累計額 - 【純資産の部】

建設仮勘定 53 固定資産等形成分 94,744

インフラ資産 54,562 ※ 余剰分（不足分） △ 44,949

土地 3,420 他団体出資等分 －

建物 1,760

建物減価償却累計額 △ 661

工作物 94,718

工作物減価償却累計額 △ 45,306

その他 643

その他減価償却累計額 △ 227

建設仮勘定 214

物品 6,076

物品減価償却累計額 △ 3,578

無形固定資産 194 ※

ソフトウェア 191

その他 2

投資その他の資産 3,583 ※

投資及び出資金 72

有価証券 7

出資金 65

その他 -

投資損失引当金 -

長期延滞債権 655

長期貸付金 171

基金 2,742

減債基金 72

その他 2,670

その他 -

徴収不能引当金 △ 56

流動資産 3,352

現金預金 2,968

未収金 260

短期貸付金 22

基金 266

財政調整基金 257

減債基金 9

棚卸資産 1

その他 △ 151

徴収不能引当金 △ 14

繰延資産 - 49,796 ※

97,321 97,321

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

負債合計

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

連結貸借対照表
（令和 ２ 年３月３１日現在）

科目 金額 科目 金額
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（単位：百万円）

経常費用 38,838

業務費用 13,720

人件費 3,734 ※

職員給与費 3,055

賞与等引当金繰入額 254

退職手当引当金繰入額 238

その他 188

物件費等 9,007

物件費 4,402

維持補修費 409

減価償却費 4,196

その他 -

その他の業務費用 979

支払利息 509

徴収不能引当金繰入額 61

その他 409

移転費用 25,118

補助金等 12,448

社会保障給付 12,258

他会計への繰出金 △ 1

その他 413

経常収益 2,920

使用料及び手数料 2,242

その他 678

純経常行政コスト 35,918

臨時損失 134

災害復旧事業費 60

資産除売却損 71

投資損失引当金繰入額 -

損失補償等引当金繰入額 -

その他 3

臨時利益 9 ※

資産売却益 8

その他 2

純行政コスト 36,043

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

連結行政コスト計算書
自　平成３1年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

科目 金額
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（単位：百万円）

前年度末純資産残高 50,225 95,949 △ 45,724

純行政コスト（△） △ 36,043 △ 36,043

財源 35,720 35,720

税収等 22,718 22,718

国県等補助金 13,002 13,002

本年度差額 △ 322 ※ △ 322 ※

固定資産等の変動（内部変動） △ 1,105 1,105

有形固定資産等の増加 3,174 △ 3,174

有形固定資産等の減少 △ 4,240 4,240

貸付金・基金等の増加 346 △ 346

貸付金・基金等の減少 △ 385 385

資産評価差額 － －

無償所管換等 47 47

他団体出資等分の増加

他団体出資等分の減少

比例連結割合変更に伴う差額 △ 155 △ 147 △ 8

その他 △ 1 0 △ 1

本年度純資産変動額 △ 430 ※ △ 1,205 775 ※

本年度末純資産残高 49,796 ※ 94,744 ※ △ 44,949

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

科目 合計

連結純資産変動計算書
自　平成３1年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）
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（単位：百万円）

【業務活動収支】

業務支出 34,662 ※

業務費用支出 9,545

人件費支出 3,823

物件費等支出 4,843

支払利息支出 555

その他の支出 324

移転費用支出 25,118

補助金等支出 12,448

社会保障給付支出 12,258

他会計への繰出支出 △ 1

その他の支出 413

業務収入 38,336 ※

税収等収入 22,741

国県等補助金収入 12,514

使用料及び手数料収入 2,254

その他の収入 828

臨時支出 133

災害復旧事業費支出 60

その他の支出 73

臨時収入 -

業務活動収支 3,542 ※

【投資活動収支】

投資活動支出 3,996 ※

公共施設等整備費支出 3,179

基金積立金支出 764

投資及び出資金支出 -

貸付金支出 53

その他の支出 -

投資活動収入 1,152

国県等補助金収入 481

基金取崩収入 614

貸付金元金回収収入 24

資産売却収入 9

その他の収入 24

投資活動収支 △ 2,844

【財務活動収支】

財務活動支出 3,915

地方債償還支出 3,915

その他の支出 0

財務活動収入 3,170

地方債発行収入 3,170

その他の収入 -

財務活動収支 △ 745

△ 48 ※

2,649

9

2,610

前年度末歳計外現金残高 350

本年度歳計外現金増減額 8

本年度末歳計外現金残高 358

本年度末現金預金残高 2,968

※ 下位項目との金額差は、単位未満の四捨五入によるものです。

比例連結割合変更に伴う差額

本年度末資金残高

科目 金額

連結資金収支計算書
自　平成３１年４月１日　

至　令和 ２ 年３月３１日

本年度資金収支額

前年度末資金残高

- 32 -



連結財務書類における注記 

１ 重要な会計方針 

（１）有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

ア 昭和 59 年度以前に取得したもの  ・・・・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、道路及び河川の敷地は備忘価格 1円としています。 

イ 昭和 60 年度以降に取得したもの 

取得原価が判明しているもの ・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

取得原価が不明なもの ・・・・・・・・・・・・・・・ 再調達原価 

ただし、取得原価が不明な道路及び河川の敷地は備忘価格 1円としています。 

② 無形固定資産 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの ・・・・・・・・・・・・・ 取得原価 

取得原価が不明なもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 再調達原価 

（２）有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的以外の有価証券 

 市場価格のないもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 取得原価

② 出資金 

 市場価格のないもの ・・・・・・・・・・・・・・・・ 出資金額 

（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法 

貯蔵品 ・・・・・・・・・・ 先入先出法による原価法 

（４）有形固定資産等の減価償却の方法 

① 有形固定資産（リース資産を除きます） ・・・・・・・・ 定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

建物     8 年～64 年 

工作物    8 年～60 年 

物品     3 年～51 年 

② 無形固定資産（リース資産を除きます） ・・・・・・・・ 定額法 

③ 所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

  ・・・・・・・・ 自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法
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（５）引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

未収金、長期延滞債権、短期貸付金、長期貸付金については、過去 5 年間の平均不納欠損

率により、徴収不能見込額を計上しています。 

ただし、水道事業会計においては、過去 3年間の平均不納欠損率を用いています。 

② 退職手当引当金 

期末自己都合要支給額を計上しています。 

③ 賞与等引当金 

翌年度 6 月支給予定の期末手当及び勤勉手当並びにそれらに係る法定福利費相当額の見込

額について、それぞれ本会計年度の期間に対応する部分を計上しています。 

（６）リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース

料総額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

  通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

  通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

（７）連結資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物 

なお、現金及び現金同等物には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを

含んでいます。 

（８）消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。 

ただし、水道事業会計、下水道事業会計、簡易水道事業会計については、税抜方式によって

います。 

（９）連結対象団体（会計）の決算日が一般会計等と異なる場合の処理 

決算日と連結決算日の差異が 3 か月を超えない連結対象団体については、当該連結対象団体

の決算を基礎として連結手続を行っていますが、決算日と連結決算日との間に生じた重要な取

引については連結上必要な調整を行っています。 
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２ 追加情報 

（１）連結対象団体（会計） 

団体（会計）名 区分 連結の方法 比例連結割合 

西いぶり広域連合 
一部事務組合・ 
広域連合 

比例連結 

均等割・人口割 
※勘定科目によ
り連結割合が異
なります 

北海道後期高齢者医療 
広域連合 

一部事務組合・ 
広域連合 

比例連結 1.07991835% 

北海道市町村備荒資金組合 
一部事務組合・ 
広域連合 

比例連結 0.55252275% 

一般財団法人登別市 
文化・スポーツ振興財団 

第三セクター等 全部連結 － 

① 一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象として

います。ただし、北海道市町村総合事務組合は、令和 3 年 2 月末現在において統一的な基準

による財務書類が未作成のため、連結対象団体（会計）の対象外としています。 

② 第三セクター等は、出資割合等が 50％を超える団体を全部連結の対象としています。 

（２）出納整理期間 

地方自治法第 235 条の 5 に基づき、出納整理期間が設けられている会計においては、出納整

理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会計）

との間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものと

して調整しています。 

（３）表示単位未満の取扱い 

百万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額が一致しない場合があります。 

（４）売却可能資産の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

  ア 範囲 

    一般会計において、令和２年度予算に財産収入として措置されている公共資産 

  イ 内訳 

事業用資産（土地）   12 百万円（16百万円） 

令和 2年 3月 31 日時点における売却可能価額を記載しています。売却可能価額は、路線価

に基づく評価方法によっています。上記の（16 百万円）は貸借対照表における簿価を記載し

ています。 
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